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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜東病棟入室状況＞
【退院】
・夏坂　浩美様：東病棟合併症室
【転出】

・石黒　理一郎様：東Cユニット4号室から南Bユニット101号室へ転出。　
【入院】
・美曽作　竹男様：東Cユニット4号室
＜患者様連絡事項＞
・夏坂　浩美様～8:30御家族来院され、田中Drより死亡確認、説明行っている。10:45当院退院となる。

・石黒　理一郎様～療養環境変更目的にて東Cユニット4号室→南Bユニット101号室へ転出となる。
・見付　幸一様～昼食後に行っていた血糖測定は血糖値安定している為、終了。本日MT交換日の為、指示頂き、交換実施している。
・竹洞　総子様～臨時薬のツムラ103酸棗仁湯エキス顆粒2P　1×就床前が23日就床前で処方切れとなっている為、主治医へ報告し本日就床前分から14日分処方となる。
・松森　ひさ様～持参薬のバルプロ酸Naシロップ6ml　3×毎食後とクエチアピン(25)3T　3×毎食後が本日分で処方切れの為、主治医へ報告し同内容で14日分処方となる。
・古里　長太郎様～本日Ba交換日の為、主治医へ報告し、指示頂き、交換実施している。
・木村　格治様～本人より就床前薬の効きが弱いとの訴え聞かれ、夜間の睡眠も不安定。金Drより本日分からベルソムラ(20)1T　1×就床前　6日分処方となる。

・松田　善治様～点滴本日分で処方切れあり。主治医指示にて胸部レントゲン施行後、田中Dr・主治医より検査結果を診て頂いている。点滴に関しては栄養スタッフとも相談の上、2本/日で来週火曜までキープの指示。今後経管栄養のみとしていく場合には経管流動食2本/日→4本/日へ増量していくとの事。
・泉山　紀子様～洋野町役場　福祉課　滝口様来院され認定調査実施。相談支援事業所のことについて詳細把握したいとの事で明日4/26（金）午前中にSWから連絡予定(申請が降り次第、相談支援事業所へ繋いでいく予定であることは説明済)。
・小笠原　聖八様～今週初めからの労作時の息切れについて、田中Drより診察して頂く。胸部聴診呼吸音清心音清。下肢浮腫なし　BNP63程度。本人問診では息苦しさ無し、何も困った事は無いと話す。胸部XP特記事項無し。CRP：0.31、Hb：9.0、RBC：265　貧血あり。検査上は貧血によるものとのだろうとの診断。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。断続的に壁やドアを叩いている。怒り口調での独語や叫ぶ事多く介入要している。昼食後薬服薬時、服薬の促しに易怒的となりスタッフに水をかける行為あり。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。14:00表情硬くし頓服希望あり、内服している。幻聴があったと話すが易怒性なく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。スタッフの付き纏い行為や電機や風呂に執着する様子あり。他者トラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。経管栄養トラブル無く施行。ミトンを取り、経過を見るようにとの主治医からの指示だが、ミトン・拘束を一時外すとすぐに経管栄養チューブを自己抜去する様子見られている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。経管栄養トラブルなく施行。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。拘束部位も循環障害は無い。眩暈や腰痛等の訴えはあるが、体位交換など対応にて落ち着く事は出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想あり、昼食1/3のみ摂取。不穏や切迫感は無い。危険行動無く経過する。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・瀧澤　杏奈様～入浴後よりキャミソールに上着を腰に巻き付けてホール内うろうろしている。着衣促しにも中々聞けずにいる。また何度も来詰めしては「今日退院します」と話す。気分高揚あるが不穏さはない。
・浅水　幸吉様～ホールでテレビを観て過ごしている。訴え時言葉にしづらい様子あるが疎通は取れている。帰宅要求や易怒性はない。
・工藤　蓉子様～バイタル異常無し。食事も各食1/2摂取。食事中に軽度むせ込みあり、泣き出す等あり、中止している。帰宅要求や不穏さは無い。
・松田　善治様～バイタル異常無し。痰鳴あるが、自己排痰は出来ている。点滴トラブル無く経過。危険行動は無い。
・木村　格治様～バイタル異常無し。腹部膨満無く、腹壁ソフト。グル音も良好。嘔気・嘔吐等の消化器症状も無い。
・長谷部　玲子様～自室で過ごす事多い。対面時穏やかで帰宅要求は無い。対応穏やか。

・中居　松男様～怒り口調での独語や突然叫ぶ事あり介入している。介入にも易怒性見られている。急に笑ったり四つん這いになったり奇異行動も見られており気分変動見られている。
＜田名部Dr診察情報＞
・立花　圭様～Bユニットでの環境に慣れていく為、引き続き、日中はBユニットで過ごしてもらい、経過観察していく事となる。

・蕨　真理様～父に関する妄想的な発言が聞かれているが、過度となる事はなく、対応は穏やか。レキサルティ1mg 1T→2mg 1T　1×夕に増量。

・瀧澤　杏奈様～退院に関する発言が多く、説明にも理解は乏しい状態。「馬糞くさい！」とズボンを履かずに歩いている事があり、指導にも理解乏しい。クエチアピン(200)3T→(100)3T、コントミン(50)3Tに変更。

・澤村　彬様～セニラン(5) 3T→ロラゼパム(0.5)1T　3×毎食後に変更。

・小澤　和子様～診察中、独語活発で疎通不良の状態。コントミン(50)3T毎食後追加。

・畑中　成夫様～煙草の本数の増加を希望しているが不許可。買い物外出の希望があり、病棟スタッフと相談してみるようにとの事。作業療法士の女のスタッフが気になり、本人より作業療法の長期欠席は本人希望で継続。

・高屋敷　良子様～身体拘束の解除に向けて、引き続き、拘束を外してミトンを装着し、経過観察してみるよう指示がある。

・濱登　せつ子様～痺れ（手や足等）を訴え、我慢できないと訴える。サインバルタカプセル(20)2T　1×寝る前に増量、メコバラミン錠3T　3×毎食後に増量、バルプロ酸は中止となる。
＜皮膚科診察情報＞
来週は皮膚科診察無しとの事で各患者様の処置は2週間分で指示頂いている。
・見付　幸一様～①②共に稍軽快、同前処置。イソジンシュガー1本処方。

・泉山　紀子様～漸次軽快。同前処置。下記処方。
①デルモゾールＤＰ軟膏　1本　②ヘパリン類似物質油性クリーム1本
・木村　美智子様～特変無し。同前処置。ケルガー液1本処方。臀部の腫瘤表皮に発赤(暗赤薄く)。特変無し。
・藤井　孝蔵様～①②③特変無し。同前処置。イソジンシュガー1本処方。

・古里　長太郎様～①②特変無し。同前処置。ゲーベンクリーム1本処方。
・水梨　孝純様～右踵皮弁切除。同前処置。

＜新入院患者様情報＞
入院日時：H31.4.25　12:23　

氏　　名：美曽作　竹男(みそさく　たけお)様

生年月日：昭和16年4月1日(78歳)

病　　名：アルツハイマー型認知症

性　　別：男性

主治医　：金Dr（サポート：深澤Dr）

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット9号室

(経過）

　現在、GHスマイル荘に入所中。結婚歴なし、現在生活保護受給中。歩行状態不安定、排泄の失敗、配食サービスの食事摂取量のムラがあり、独居生活は無理となり施設入所となっていた。入所後、1ヵ月が過ぎると帰宅要求が強くなり、不穏となる状態。職員に対してもぶっ殺してやるなど暴言と拳を振り上げる行動。出入り口のセンサー設置に対し監視されていると易怒的になり、センサーを撤去している。睡眠薬の服薬拒否や易怒性が続き、集団生活が困難となっている。施設提携医である川守田医院より専門医の受診を勧められ、当院センターへ相談あり。H31.4.25当院受診し診察。12:23東病棟Ａユニット9号室へ入院となる。
【備考】
・洗濯：家族(明日着替えなど持参されるとの事)

・施設ではリハビリパンツ使用。当院でも使用するが、生活保護の金額内で1ヶ月に1～2袋でリハビリパンツを私物発注にて購入し使用する事で妹様了解されている。
・今後については入所していた施設は入院に伴い退所扱いとなる為、退院後に入所可能な施設も検討していく必要がある。
